
　
陣
屋
に
構か

ま

え
る
「
旧
伊
達
郡
役
所
」
の

歴
史
は
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
年
）
に

行
政
区
と
し
て
の
伊
達
郡
が
生
ま
れ
、
保

原
村
（
現
伊
達
市
）
に
伊
達
郡
役
所
が
設

置
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
後
、
老
朽
化
に
よ
り
改
修
が
検
討
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
桑
折
村
の
有
志
が

誘
致
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
明
治
16
年

（
1
8
8
3
年
）
4
月
に
は
、
桑
折
村
の

法
圓
寺
な
ど
を
借
り
、役
所
機
能
を
移
転
。

同
年
5
月
か
ら
、
建
物
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
総
工
費
2
万
5
千
円
（
当
時
）、

時
代
の
変
遷
を
見
守
り
続
け
た

旧
伊
達
郡
役
所

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
1
4
0
年

旧
伊
達
郡
役
所
の
成
り
立
ち

　
今
年
、
明
治
の
時
代
に
開
庁
し
て

1
4
0
周
年
を
迎
え
る
旧
伊
達
郡
役
所
で

は
、
1
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
を
開
催
し
ま
す
。
旧
伊
達
郡
役
所
を
文

化
財
と
し
て
「
保
存
」
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
活
用
」
に
も
積
極
的
取
り
組
み
、
今
後
も

人
々
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

♦
5
月
28
日  

町
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　�

　
町
内
の
音
楽
愛
好
家
た
ち
が
美
し
い

歌
声
や
音
色
を
館
内
に
響
か
せ
ま
し
た
。

♦�

7
月
30
日
　
記
念
ス
イ
ー
ツ
発
表
・
販

売
会

　�

　
パ
テ
ィ
シ
エ
の
鎧

よ
ろ
い

塚づ
か

俊
彦
さ
ん
が
、

こ
の
日
限
り
の
特
別
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
。

♦�

8
月
～
　
特
別
展

「
桑
折
町
の
明
治
時

代
」

　�

　
町
民
や
町
所
有
の

古
写
真
や
古
地
図
な

ど
を
展
示
。

♦�

11
月
3
日
「
旧
伊
達

郡
役
所
・
誕
生
祭
」

　�

　
郡
役
所
カ
フ
ェ
や

袴
は
か
ま

の
着
付
け
体
験

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
。

地
震
被
害
か
ら
の
復
活

　
旧
伊
達
郡
役
所

は
、
こ
れ
ま
で
、

数
々
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
平
成

23
年
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
屋
内

の
漆し

っ

喰く
い

壁
の
崩
落

や
基
礎
石
が
ず
れ

る
な
ど
の
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し

た
。
復
旧
に
は
約

3
年
を
要
し
ま
し

た
が
、
耐
震
補
強

を
し
た
上
で
修
復

を
行
い
ま
し
た
。

令
和
3
、
4
年
に

相
次
い
だ
福
島
県

沖
地
震
で
も
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
復
旧
に
は
約
1
年
8
カ
月
を
要
し
ま

し
た
が
、
建
設
当
時
の
外
壁
の
色
を
再
調

査
し
、
本
来
の
色
に
近
い
塗
装
を
施
す
な

ど
の
保
存
修
理
も
行
い
ま
し
た
。
令
和
4

年
12
月
24
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
た
旧
伊
達
郡
役
所
は
、
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
復
活
し
、
新
た
な
歴
史
を
刻

み
始
め
ま
し
た
。

開
庁
1
4
0
周
年
事
業
と

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

明
治

大
正

昭
和

平
成

令
和

旧伊達郡役所 の みどころ

工
期
約
半
年
で
完
成
し
、
10
月
に
現
在
の

場
所
で
伊
達
郡
役
所
と
し
て
開
庁
し
ま
し

た
。

　
明
治
時
代
の
初
め
に
盛
ん
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
に
よ
り
建
て
ら
れ
た

旧
伊
達
郡
役
所
。
こ
の
建
築
様
式
は
、
近

代
化
を
図
る
時
代
の
中
、
文
明
開
化
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
学
校
や
官
公

庁
舎
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
旧
伊
達
郡

役
所
の
建
築
に
は
、
東
北
で
の
洋
風
官
庁

建
設
や
道
路
整
備
に
尽
力
し
た
三
島
通み

ち

庸つ
ね

県
令
（
今
で
い
う
県
知
事
）
の
影
響
が
大

き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
文

化
に
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
た
明
治
時
代
に

お
い
て
、
福
島
県
の
文
明
開
化
の
象
徴
と

し
て
建
設
さ
れ

た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
旧
伊
達
郡
役

所
は
、
大
正
15

年
（
1
9
2
6

年
）
の
郡
役
所

廃
止
ま
で
の
約
43
年
間
、
伊
達
郡
行
政
の

中
心
と
な
る
重
要
な
拠
点
と
し
て
機
能
し

ま
し
た
。
郡
役
所
廃
止
後
も
、
伊
達
郡
各

種
団
体
事
務
所
、
県
地
方
事
務
所
、
県
伊

達
事
務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭
和
44
年

（
1
9
6
9
年
）
に
、
事
務
所
と
し
て
の
役

割
を
終
え
ま
し
た
。

　
伊
達
郡
そ
し
て
桑
折
の
政
治
・
経
済
の

発
展
に
寄
与
し
た
旧
伊
達
郡
役
所
は
、
昭

和
49
年
（
1
9
7
4
年
）
に
県
重
要
文
化

財
、
昭
和
52
年
（
1
9
7
7
年
）
に
国

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
幾
度

の
保
存
修
理
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
を
経

て
、
開
庁
か
ら
1
4
0
年
を
迎
え
る
現

在
も
、
町
の
歴
史
と
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
留
め
て
い
ま
す
。

♦�

11
月
12
日
～
　
特
別
展
「
桑
折
町
の
画

家
展
（
仮
）」

　�

　
第
69
回
全
日
肖
展
で
最
高
賞
の
内
閣

総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
町
出
身
の
油
絵

画
家
・
浅
野
勉
さ
ん
や
、
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
ホ
タ
ピ
ー
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
宮
本
明
彦
さ
ん
の

作
品
を
展
示
。

12
年
3
月
　
保
原
村
に
設
置

16
年
4
月
　
保
原
村
か
ら
桑
折
村
に
移
転

　
　
　
　
　（
法
圓
寺
が
仮
役
所
と
な
る
）

16
年
10
月
　�

現
在
の
場
所
に
建
物
完
成
・
開
庁

20
年
　
　
　
振
動
が
大
き
い
た
め
塔
屋
撤
去

12
年
　
　
　
郡
制
廃
止

15
年
　
　
　
郡
役
所
廃
止

49
年
5
月
　
県
重
要
文
化
財
に
指
定

30
年
1
月
　�

旧
桑
折
町
・
睦
合
村
・
伊
達
崎
村

　
　
　
　
　
・
半
田
村
が
合
併
、
新
生
桑
折
町
が
誕
生

52
年
6
月
　
国
重
要
文
化
財
に
指
定

54
年
　
　
　
保
存
修
理
工
事
完
了（
半
解
体
修
理
）

5
年
　
　
　
保
存
修
理
工
事
完
了（
外
壁
塗
装
な
ど
）

17
年
　
　
　
保
存
修
理
工
事
完
了（
外
壁
塗
装
な
ど
）

23
年
3
月
　
東
日
本
大
震
災
被
災

26
年
1
月
　
災
害
復
旧
工
事
完
了

3
年
2
月
　
福
島
県
沖
地
震
被
災

3
年
9
月
　
明
治
時
代
の
門
再
現
工
事
完
了

4
年
3
月
　
福
島
県
沖
地
震
被
災

4
年
12
月
　
災
害
復
旧
保
存
修
理
工
事
完
了

5
年
　
　
　
開
庁
1
4
0
周
年

旧
伊
達
郡
役
所

1
4
0
年
の
歩
み

デザインが全て違う
「ランプ釣中心飾」

明治時代から一度も
張り替えていない 2階床

透かしがきれい
「半円形色ガラス窓」

かわいらしい一面も
「雲形文様の装飾」

開館時間：9:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）　休館日：月曜（祝日の場合翌平日）、祝日翌日、年末年始　☎ 582-5507 伊達郡役所開所式（明治16年）

建設中の伊達郡役所（明治16年）

館内での演奏会の様子

県伊達事務所時代（昭和40年代ごろ）

東日本大震災時の様子（平成23年）
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